
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：経営管理研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2015 年 6 月  会議名：経営管理研究科開設準備委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☒明示している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

学位プログラムの学修成果  

  

MBA  

学修成果 1. 関連分野を概念的に理解し、不確実な環境でも知識を応用できる。  

学修成果 2. 自律的で建設的な批判的思考力を持ち、口頭および書面によるコミュニケーションができる。  

学修成果 3. グローバルな視点と倫理観を持ったリーダーシップを持ち、ダイナミックでグローバルな組織をリードすることができる。  

学修成果 4. 問題発見・解決力：新たな問題を言語化またはモデル化し、解を提案、論理的に説明できる。  

  



 

MScF  

学修成果 1. ファイナンスにおける十分な専門知識を持っている。  

学修成果 2. ファイナンスにおいて重要な問題を発見し，その解決策を提示することができる。  

学修成果 3. プレゼンテーションとライティングの両面でのコミュニケーション能力を身に着けている。  

学修成果 4. グローバルな視野を持ち，金融倫理について深く理解している。  

学修成果 5. 問題発見・解決力：新たな問題を言語化またはモデル化し、解を提案、論理的に説明できる。 

 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☒学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☒学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☒測定時期を明確にしている 

☒どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2022 年 9 月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

MBA プログラム 

測定時期 学修成果 測定方法 

１～２年次 学修成果１：関連分野を概念的に理解し、不確実な環境でも知識を

応用できる 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 2：自律的で建設的な批判的思考力を持ち、口頭および書

面によるコミュニケーションができる 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果３：グローバルな視点と倫理観を持ったリーダーシップを

持ち、ダイナミックでグローバルな組織をリードすることができる 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 4：問題発見・解決力：新たな問題を言語化またはモデル

化し、解を提案、論理的に説明できる。 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 



 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

 

グローバル・パートナー入試 

2022 年度 9 月入学（全日制グ

ローバルプログラム）から導入 

従来からある全日制グローバルプログラム

の枠組みの中で、台湾三三会推薦の出願者

を一般入試方式により、書類審査、筆記試

験、面接を行い、選考する。 

経営管理研究科のグローバル化戦略において、台湾は

最重点強化国であるため。（参考) 2019 年には海外初

の同窓会拠点として台湾 WBS 稲門会を設置済み。 

台湾三三会との提携により、現地企業との関係の強化

が可能となり、クチコミによる MBA 志願者の増加、

共同研究のリサーチサイトとしての協力、ノンディグ

リーEMBA の展開等、経営管理研究科のグローバル

な展開をより加速化できる可能性が高い。 

その取組の一環として本入試制度を創設した。 

  

MSc in Finance プログラム 

測定時期 学修成果 測定方法 

１～２年次 学修成果 1. ファイナンスにおける十分な専門知識を持っている 直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 2. ファイナンスにおいて重要な問題を発見し，その解決

策を提示することができる 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 3. プレゼンテーションとライティングの両面でのコミュ

ニケーション能力を身に着けている 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 4. グローバルな視野を持ち，金融倫理について深く理解

している 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 

１～２年次 学修成果 5. 問題発見・解決力：新たな問題を言語化またはモデル

化し、解を提案、論理的に説明できる。 

直接評価：科目等での取り組み状況をルーブリックで評価 

間接評価：学生アンケート 
 



 

※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

確認事項 3-5   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑤  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を授与する学位ごとに定めていない。   

該当箇所： 教育学部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科修士課程、教育学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、

先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程、経営管理研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☒前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☐前回報告以降に対応もし

くは修正 

   年  月  会議名： 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☒公表している ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表していない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

大学院経営管理研究科の目標は、ビジネス社会において専門的能力と的確な判断力を備え、世界的視野で活躍できる高度専門職業人を育成することである。  

学位プログラムとしては「経営管理修士（専門職）：Master of Business Administration，ＭＢＡ」「ファイナンス修士（専門職）：Master of Science in Finance，ＭＳｃＦ」

の２つがあり、いずれも国際的視野、職業倫理を涵養し、理論と実証、およびその実務への応用を体系的に修得できるバランスのとれた教育体系を提供している。  

大学院経営管理研究科には、多様なバックグラウンドをもった者が入学してくると想定している。ビジネスやファイナンスに関する基礎的な知識をすでに有している者

は、基礎的な知識を再確認し、入学まで関係の少なかった学問領域の基礎を履修することで、専門的な新しい概念や理念をより深く理解することができる。一方、学部ま

での教育課程において基礎知識を学んだことのない者は、入学後に基礎的な知識を修得することが、専門的な選択科目の履修や論文の作成のために必要である。  

そうした多様な入学者に対応するべく，段階的な学習を明示することとし、講義科目としては、必修コア科目、選択必修コア科目及び選択科目を設置する。また、優れた

問題発見・解決能力及び専門性を育成することを目的に、専門研究（専門職学位論文またはプロジェクト研究論文）を必修としている。  

ＭＢＡでは、ジェネラリストとしての人財育成に対応して、必修コア科目も「人材管理」「マーケティング」「会計学」「ファイナンス」「経営戦略」等の経営学の主要分野

を広くカバーしている。必修コア科目において広範な基礎知識を獲得した後に、個々の学生の問題意識に関連する選択科目を履修し、さらに論文執筆を通して、「実践知」

（Actionable Knowledge）の獲得を目指す。  

一方、国際社会に通用する高度金融人財の育成を目的とするＭＳｃＦの必修コア科目は“Corporate Finance”, “Equity Investment”, “Fixed Income Investment”な

どのファイナンスにおける最重要領域と、金融工学分野の基礎となる“Mathematics”， “Statistics”, “Econometrics”等で構成される。選択科目についても金融派生商品、

リスク・マネジメント等に関する先端的な科目が設置されている。 

 


